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日本貿易振興会
　（JETRO）沖縄所長

鈴木　実
すず　    き みのる

1949年（昭和24年生まれ）。
神奈川県逗子市出身。
ジェトロ入会後、海外ではシ
ドニー、シカゴ、国内では東京、
横浜、富士宮に勤務。2000年
10月に那覇着任。ジェトロは
海外の経済・貿易情報の提供
や外資系企業の国内誘致な
どを行っている。

　
転
勤
先
の
地
元
に
対
し
て
は
「
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
感
謝
の
念
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
那
覇
市
で
の
単
身
生
活
も
２
年
に
な

る
が
、
と
て
も
住
み
や
す
い
街
だ
。

　
官
庁
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
、
飲
食
店
街
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
中

し
て
い
て
効
率
的
に
移
動
で
き
る
。
本

土
で
は
贅
沢
な
乗
り
物
の
タ
ク
シ
ー
も
、

比
較
的
安
価
で
か
つ
過
剰
な
く
ら
い
の

供
給
が
あ
る
の
で
、
大
い
に
重
宝
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
比
で

は
全
国
一
多
い
と
言
わ
れ
る
飲
食
店
の

お
陰
で
、
夕
食
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
も
事

欠
か
な
い
。

　
私
は
小
禄
・
金
城
の
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
る
が
、
近
く
に
は
多
数
の
公
園

が
点
在
し
て
い
て
、
休
日
に
な
る
と
家

族
連
れ
で
賑
う
。
本
土
に
比
べ
て
恵
ま

れ
た
環
境
だ
と
思
う
。
朝
、
鳥
の
声
で

目
を
覚
ま
す
と
、
い
つ
も
目
前
の
公
園

に
お
掃
除
の
人
が
来
て
ト
イ
レ
を
綺
麗

に
し
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
素
晴

ら
し
い
。

　
那
覇
市
は
伝
統
文
化
保
存
の
面
で
も

優
れ
て
い
る
と
思
う
。
琉
舞
、
三
線
、

書
道
、
民
謡
な
ど
が
市
民
生
活
に
自
然

に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
私
も
那
覇
市
内
で
書
を
習
っ
て

い
る
が
今
年
３
月
の
「
あ
け
も
ど
ろ
展
」

に
、
初
め
て
作
品
を
展
示
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。

　
そ
の
他
、
沖
展
、
県
芸
術
祭
な
ど
市

民
が
腕
を
競
う
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

大
い
に
励
み
に
な
る
。
大
変
結
構
な
こ

と
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
と
て
も
住
み
や
す
い
那

覇
市
だ
が
一
つ
残
念
な
こ
と
が
あ
る
。

　
私
は
バ
ス
通
勤
し
て
い
る
が
、
バ
ス

の
乗
客
が
「
二
人
用
座
席
は
一
人
で
使

用
す
る
も
の
」
と
思
っ
て
い
る
フ
シ
が

あ
る
こ
と
だ
。
混
雑
し
て
き
て
も
隣
に

置
い
た
荷
物
を
ど
け
よ
う
と
も
し
な
い

し
、
老
人
（
私
で
は
な
い
）
が
乗
っ
て

き
て
も
ま
ず
席
を
譲
ら
な
い
。
特
に
学

生
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。

　
沖
縄
県
人
の
長
所
を
表
現
す
る
の
に

よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
が
「
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」
。
「
小
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
大

ら
か
さ
」
を
意
味
し
た
も
の
だ
と
思
う

が
、
こ
れ
に
「
細
や
か
な
心
遣
い
」
が

加
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

本　庁
真和志
首　里
小　禄

86,531
105,949

58,540
54,762

市の人口と世帯

総人口

世帯数

307,596（1,814）

148,757（   931）

119,726（1,035）

158,839（   883）
男
女

2002（平成14）年10月末現在
＊（　）内はうち外国人

　「
ウ
シ
ュ
ガ
ナ
シ
ー
メ
ー
ヌ
、ウ
ト
ゥ
イ
ン
ド
ー（
御
主
加
那
志
前

の
お
通
り
だ
ぁ
ー
）」

　
首
里
の
町
々
に
大
音
声
が
響
き
わ
た
り
、晴
れ
渡
っ
た
秋
空
に
こ

こ
ち
よ
い
路
次
楽
の
音
が
吸
い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。毎
年
十
一
月
三
日

文
化
の
日
に
行
わ
れ
る「
古
式
行
列
」は
、首
里
文
化
祭
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
背
筋
を
伸
ば
し
威
厳
を
保
ち
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
む
摂
政（
シ

ッ
シ
ー
）と
三
司
官
、親
方（
ウ
ェ
ー
カ
タ
）に
親
雲
上（
ペ
ー
ク
ミ
）た

ち
。国
王
の
乗
っ
た
御
轎（
ウ
チ
ュ
ウ
）を
は
さ
ん
で
、古
謡
ク
ェ
ー
ナ

に
あ
わ
せ
、聞
得
大
君（
キ
コ
エ
オ
オ
キ
ミ)

に
率
い
ら
れ
る
神
女
た
ち

、そ
の
後
に
つ
づ
く
御
内
原（
ウ
ー
チ
バ
ラ
）と
呼
ば
れ
る
女
官
た
ち
。

　
御
主
加
那
志
前（
琉
球
国
王
）が
旧
暦
正
月
三
日
に
、国
家
の
安
泰

と
国
民
の
幸
福
を
願
っ
て
、円
覚
寺
、天
王
寺
、天
界
寺
の
三
箇
寺
を

参
詣
し
た
初
行
幸
行
列
が
総
勢
二
百
三
十
名
余
に
よ
り
、古
式
ゆ
か

し
く
再
現
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
の
首
里
地
域
は
終
日
、華
や
か
な
お
祭
り
ム
ー
ド
で
盛
り

上
が
り
、さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
古
都
の
ま
ち
に
往
時
を
し
の
ぶ
華

や
か
な
王
朝
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

主  な  紙  面
（
2
面
）
ご
み
減
量
へ
の
ひ
と
ひ
ね
り

（
3
面
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平
成
15
年
保
育
所
入
所
児
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募
集

（
4
面
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5
面
）
ご
み
処
分
場
は

　
限
り
あ
る
資
源
で
す

（
6
面
）
平
成
14
年
度
・
上
半
期
那
覇
市
の
財
政

（
7
面
）
情
報
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ

新年に市内で行われる書き初め大会を拝見す
るのを楽しみにしています。（右奥は自筆の書）

住民基本台帳人口の内訳（外国人を除く）

「ごみ」最終処分場の使用期限が迫っています。（4・5面に特集記事）

首里文化祭 古式行列


